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図書館司書が毎月おすすめの1冊を紹介します今月の1冊

■休館日

【中央・はき】

5 日・19 日・26 日（月）

【あさくら】

6 日・13 日・20 日・27 日（火）

■電子図書館でさらに便利に

　電子図書館では、タブレットやスマホ、

パソコンから図書館の電子書籍を読

むことができます。

　24 時間 365 日、図書館が休みの

日でも、どこからでも本を借りること

ができ、音声読み上げなど便利な機

能もあります。利用方法など、詳しく

は下記をご確認ください。

info

© 竹宮惠子

『神と黒蟹県』

■著者…絲山秋子／著

■出版…文藝春秋　■所蔵館…中央館・あさくら館

「地味」で「微妙」な架空の県「黒蟹県」を舞台にした連作小説。

人になりすました「半知半能の神」の目線で、黒蟹県で暮らす人々

の日常が描かれています。ファンタジーだけど派手ではない、何

気ない日常に可
お か

笑しみや愛おしさを感じられる作品です。

中央図書館（ 22-3059 22-8141）／あさくら図書館（ ・ 52-3434）／はき図書館（ ・ 63-3178）／開館時間は各館 10 時～ 18 時

サンドアートと音楽のコンサート ～砂と音で紡ぐ朝倉市のものがたり～

図書館だよりだより

■チケット料金（全席自由）
一般：1500 円（当日券 2000 円）

高校生以下：1000 円（当日券1500 円）

■発売日…7月26日（金）

■販売場所
・ピーポート甘木、朝倉地域生涯学習センター、らくゆう館

各事務所（8 時 30 分～ 22 時）

・ローソンチケット

[L コード：82774（24 時間、発売日のみ10 時～）]

 市文化・生涯学習課（ 22-0001）

成人講座「冬野菜づくりのコツと裏ワザ」（あさくら図書館）

■日時…9 月 2 日（月）14 時～ 15 時 30 分

■場所…朝倉地域生涯学習センター 1 階 AV ホール

■定員…30 人程度（先着順）

■講師…佐藤圭さん（農山漁村文化協会）

■申込方法…来館、電話、申請フォーム

■申込開始…8 月 2 日（金）10 時

  あさくら図書館（ 52-3434）

　ブラックシアター、大型絵本、手遊びなど。

■日時…8 月 31 日（土）13 時 30 分～

■場所…らくゆう館 2 階 視聴覚室

■対象…幼児・小学生とその保護者

■共催…子どもと遊ぶ会「青い鳥」

夏のおはなし会（はき図書館）

@amagilib

図書館では、X（旧
Twitter）でも情報
を配信中。ぜひフォ
ローを。

▼

電子図書館サービス
はこちらから。

▼

最新の情報は図書
館 HP でもご確認
ください。

▼

▲申請フォーム

Sand art with MusicSand art with Music

9 月29日（日）開場13時30分
開演14時（公演時間：約90分）

ピーポート甘木 中ホール

朝倉市自主文化事業

日時

文化・学習の文化・学習のススメススメ

場所

【出演】

・Kohei（サンドアーティスト兼画家）

・榊
さかきたかひと

孝仁（ジャズドラマー・イベントクリエイター）

・プリコット／内田誠（ピアノ）、種口敬明（リコーダー）、池田祐希（ファゴット）によ

る音楽アンサンブルユニット



小さい時期から、歯磨き好きになるように工夫をしましょう♪
【工夫①】歯が生えそろう前から歯磨きに慣れさせましょう。目的は、口の中にものが入るのを慣れさせること。
　最初は、ガーゼを指に巻いて歯を磨くことから始めます。機嫌が良い時に、歯ブラシを使う回数を増やしていきます。

【工夫②】好きな音楽を流すなど、歯磨きを楽しい時間にしましょう。下記の例を参考にしてください。
・歯医者さんごっこで一緒に遊ぶ　・家族全員で食後のイベントにする　・歯磨きの時間は、特別に動画視聴　　　　

【工夫③】怒るのではなく、褒めましょう。
　嫌がっても歯磨きに協力してくれたら「頑張って歯磨きできてるね」と頑張ってくれている行動を伝えましょう。

【工夫④】習慣になるまでは、ご褒美を用意しましょう。
　歯磨きできた日は、褒めてシールを貼る。日曜日までに5回できたら、ご褒美のキシリトール入りガム（グミ、ラムネ）

を 2 つ、達成できなかったら1 つ。次の週へ「歯磨きをしたい」とモチベーションが続くように取り組みましょう。

　皆さんの子育てが少しでも楽しくなるように子育て力アップを支援する「前向き子育て応援」。前向き子
育てプログラムの具体的な内容を定期的にお届けしていきます。市ホームページでも詳しく掲載しています。

 市子ども未来課（ 28-7568）

子育てホッと通信

　親子が気軽に集い交流したり、育児相談を行ったりしていま

す。詳しい内容や行事などはそれぞれの広場まで。

 子育てほっとサロン「つどいの広場」

（堤 1413）（ 080-6439-1851）

 生い立つ地域子育て支援センター

（菩提寺 606-1）（ 24-5203）

 ひろにわ地域子育て支援センター

（入地 2607-1）（ 080-8352-4178）

 ポーセラーツのお皿作り

　専用のシールを貼って、オリジナルのお皿を作ります。コップ

やお茶碗も用意しています。

■日時…19 日（月）10 時 30 分～ 12 時

■場所…ひろにわ地域子育て支援センター

■講師…手嶋樹理さん

■定員…6 組

■費用…600 円～ 1000 円（材料費）

 おはなし会

　各図書館で、絵本の読み聞かせのほか、

わらべうたを一緒に歌ったり、みんなで手遊びをしたりします。

【中央図書館】

　おはなし会（幼児～小学生向け）

　■日時…毎週土・日曜日 14 時～

　ぴよぴよおはなし会（0 ～ 2 歳児向け）

　■日時…14 日・21 日（水）11 時 30 分～

【あさくら図書館】

　あかちゃんおはなし会（0 ～ 1 歳児向け）

　■日時…3 日（土）11 時～

　みんなのおはなし会（幼児～小学生向け）

　■日時…10 日・24 日・31 日（土）11 時～

　科学であそぼう（幼児～小学生向け）

　科学絵本を使って、スライムをつくります！

　■日時…17 日（土）11 時～

【はき図書館】

　わくわくおはなし会（乳幼児向け）

　■日時…27 日（火）11 時～

つどおう 子育て広場

▲つどいの広場

▲ひろにわ

 母子健康手帳交付

《市健康課》 平日 8 時 30 分～ 17 時

《杷木支所》 29 日（木）9 時 30 分～ 11 時 30 分

■持ってくるもの

妊娠届出書、マイナンバーと本人確認ができるものなど

 子育て応援プログラム

※各教室とも、場所はピーポート甘木保健福祉センターです。

参加時には、母子健康手帳が必要です。

 マタニティクラス（母親学級）

妊娠・出産について助産師の講話、妊婦体操など。

■日時…20日（火）9時 30 分～12時 ※16日（金）までに要予約

■持ってくるもの…筆記具 ※動きやすい服装でご参加ください

 プレパパママクラス（両親学級）

沐
も く よ く

浴、妊婦体験など。 ※16日（金）までに要予約

■日時…18日（日）9時 15 分～12時

 もぐもぐ教室

離乳食を始める生後４～ 6 カ月の乳児と保護者の皆さんへ。

■日時…22 日（木）10 時～ 12 時

※第 2 子以降の人は 15 日（木）までに要予約

■持ってくるもの…筆記具、エプロン

 すくすく（育児）相談

子どもの成長、母乳、離乳食、遊び、歯みがき、しつけ、トイレなど、

気軽にご相談ください。身長・体重の計測も行っています。

■日時・場所…21 日（水）10 時～ 11 時 30 分／ピーポート甘

木保健福祉センター

※母乳相談の受付は 11 時まで。別途フェイスタオル 3 枚持参。

■期日・場所…29 日（木）／らくゆう館　※要予約

【共通】

■持ってくるもの…バスタオル 1 枚

 乳幼児健診　（対象者に個別で通知します）

【甘木・朝倉地域の人】　■場所…ピーポート甘木保健福祉センター

対象 期日 時間

4 カ月児（令和 6 年 3月生） 6 日（火）

12 時 45 分～
10 カ月児（令和 5 年 9 月生） 7 日（水）

1歳 6 カ月児（令和 5 年 1月生） 8 日（木）

３歳児（令和 3 年 7 月生） 9 日（金）

【杷木地域の人】　■場所…男女共同参画センターあすみん

対象 日時

4 カ月児（令和 6 年 3・4 月生）

29 日（木）13 時～
10 カ月児（令和 5 年 9・10 月生）

1 歳 6 カ月児（令和 5 年 1・2 月生）

3 歳児（令和 3 年 7・8 月生）

  市健康課（ 22-8571）

8月の催し
◀「親子健康
カレンダー」
に年間予定
も掲載

子育てホッと通信

あさくらきずなメール
妊娠・子育てのメッセージが

　　　LINE で届く

▲ ▲ ▲

子育ての
不安解消に
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▲市 HP

坂本 琉
る か

夏ちゃん
令和5 年 8 月23日生（柿原）

中村 埜
の あ

愛ちゃん
令和 5 年 8 月29 日生（来春）

田篭 藍
らん

ちゃん

令和 5 年 8 月16 日生（柿原）

緒方 莉
り あ

亜ちゃん

令和5 年 8月24日生（甘木）

中村 心
こ こ な

々奈ちゃん

令和 5 年 8 月1日生（甘木）

冨田 梓
あ ず さ

紗ちゃん
令和5年8月18日生（柿原）

木村 心
しんのすけ

乃助ちゃん
令和5年8月10日生（堤）

水口 羽
は く

琥ちゃん

令和4年8月25日生（杷木林田）
山下 夢

ゆ い と

結ちゃん

令和 4 年 8 月30日生（頓田）

薙野 颯
そ う ま

真ちゃん
令和3年8月9日生（杷木若市）

髙坂 玲
れ い か

夏ちゃん

令和 3 年 8 月6日生（大庭）

▲こちらから
簡単申込

申込期間 9月生まれ（9月号）の申込は

8月7日（水）まで

①メール（jinji-kouhou@city.asakura.lg.jp）
写真データを添付し、子どもの氏名（ふりがな）・生年月日・住所・

連絡先（保護者氏名）を明記。送信後、市人事秘書課（ 22-1117
／平日8 時 30 分～17 時15 分）へ電話してください。

②来庁
写真データを、市人事秘書課（本庁３階）または朝倉・杷木支所市
民窓口係（1階）へ（USB メモリ不可）。

申込方法

満1～ 3 歳の子どもが対象。定員18 人

（先着順）。申込多数の場合、満1歳の

子どもを優先して掲載します。

申込条件

田篭 燈
と う ま

真ちゃん

令和 3 年 8 月21日生（柿原）

庄島 楓
ふ う ま

真ちゃん

令和 3 年 8 月 5 日生（来春）

堀 礼
れ い

依ちゃん

令和 4 年 8 月20日生（来春）

篠原 龍
りゅうせい

星ちゃん

令和 3 年 8 月 6 日生（一木）
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そ
し
て
「
山
田
堰
通
水
式
」
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
「
が
ー
ん
ば
れ
！
」

と
い
う
応
援
と
共
に
三
連
水
車
が

力
強
く
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

就
任
し
て
2
カ
月
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン

ト
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
観
光

大
使
に
就
任
し
、
自
分
が
見
て
い
た
朝
倉
、
今

ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
朝
倉
を
改
め
て
知

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
水
や
緑
溢
れ
る

自
然
の
豊
か
さ
や
「
観
光
大
使
頑
張
っ
て
ね
」

と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
優
し
さ
、

朝
倉
に
は
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

朝
倉
市
内
の
人
だ
け
で
な
く
、
朝
倉
市

外
の
人
に
も
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

務
め
て
ま
い
り
ま
す
！

観
光
大
使
と
し
て
の
朝
倉

　

こ
ん
に
ち
は
。
第
42
代
女
王
卑
弥
呼
の

馬
場
涼
帆
で
す
。
観
光
大
使
に
就
任
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
朝
倉
の
良

さ
を
再
発
見
し
て
い
ま
す
！

　

5
月
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
が
観
覧

し
た
「
博
多
ど
ん
た
く
港
ま
つ
り
」
は
、

認
定
式
後
の
初
め
て
参
加
し
た
行
事
で
し

た
。
認
定
式
で
は
、
表
情
が
硬
い
と
言
わ

れ
た
私
も
、
自
然
な
笑
顔
で
朝
倉
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
た
く
さ
ん
の
人
を
魅
了
し
た

「
原
鶴
温
泉
の
鵜う

飼
」
、
朝
倉
市
グ
ッ
ズ

を
渡
し
て
、
多
く
の
人
と
交
流
で
き
た
「
ア

ビ
ス
パ
福
岡
朝
倉
市
応
援
デ
ー
」
。

▲（上）「博多どんたく港まつり」でのパレー
ド行進。掛け声とともに笑顔で朝倉を PR。
（下）「アビスパ福岡朝倉市応援デー」のス
テージイベント。

　卑弥呼の活動を紹介するコー
ナー「女王卑弥呼の徒然日記」。
今後も不定期で掲載します。
　卑弥呼のそのほかの活動はあ
さくら観光協会のインスタグラ
ムをチェック！

　

女
王
卑
弥
呼
の

　

女
王
卑
弥
呼
の
徒
然
日
記

徒
然
日
記

　　馬場馬場涼涼
す ず ほす ず ほ

帆帆  さんさん

第 42 代女王卑弥呼第 42 代女王卑弥呼

る
正
当
な
理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

違
反
し
た
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
国

か
ら
報
告
を
求
め
ら
れ
た
り
、
指
導
・
勧

告
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

「
合
理
的
配
慮
」
に
関
す
る
詳
し
い
情

報
や
具
体
的
な
対
応
例
な
ど
は
、
内
閣
府

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
福
岡
県
が
作
成
し
て

い
る
「
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
合
理
的
配

慮
動
画
」
な
ど
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
事
業
者
は
事
前
に
環
境
整
備
の
一

環
と
し
て
社
員
研
修
を
実
施
し
た
り
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
た
り
し
て
お
く
こ
と

も
大
切
な
取
り
組
み
で
す
。

　

「
合
理
的
配
慮
」
や
「
建
設
的
対
話
」

は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
人
権
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
考
え
る
上

で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
意
見
を
出
し
合

い
、
問
題
の
解
決
と
相
互
理
解
を
図
ろ
う

と
す
る
過
程
が
重
要
で
す
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
が
浸
透
し
て
い
け
ば
、
今
以
上
に

自
分
ら
し
く
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
社
会
が

広
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

 

市
人
権
・
同
和
対
策
課
（

５
２-

１
１
７
４
）

見
て
呉く

れ
は
悪
い
が
美う

ま味
い
男
め
し

美
奈
宜
の
杜   　

 

宇
都　

信
泰

人
間
味
溢あ

ふ

れ
る
暮
ら
し
憧
れ
る

一
木       

田
中　

妙
子

こ
の
暑
さ
梅
干
し
食
べ
て
元
気
だ
し

菩
提
寺       

北
原　

妙
子

広

報

文

芸

俳 

句
　
（
矢
野
俊
一
選
）

一
山
の
句
碑
を
巡
り
て
梅
雨
の
蝶

甘
木      

仲
山　

尚
山

手
締
し
て
円
座
楽
し
や
祭
あ
と

杷
木
穂
坂   　

飯
田　

美
弘

避
難
す
る
淋
し
さ
一
人
明
易
し

杷
木
久
喜
宮   　

田
中　

君
子

炎
天
下
シ
ニ
ア
逞
し
球
を
追
う

牛
鶴　
　

長
野　

京
子

分
け
合
ひ
て
ふ
る
里
便
の
さ
く
ら
ん
ぼ

甘
木　

       

山
下　

藍

赤
い
桃
ふ
っ
く
ら
匂
う
木
戸
小
路

杷
木
穂
坂       

飯
田　

松
代

川 

柳
（
お
題
「
味
」

）
（
益
永
克
之
選
）

梅
雨
明
け
の
流
し
そ
う
め
ん
初
夏
の
味

宮
野      　

赤
尾　

清

タ
イ
ミ
ン
グ
隠
し
味
に
も
一ひ

と
く
ふ
う

工
夫

甘
木      

櫻
木　

浩
子

朝
倉
の
味
よ
し
鶏け

い

の
茶
碗
む
し

杷
木
志
波      

後
藤　

道
江

人権人権
シリーズ シリーズ 

　

令
和
6
年
4
月
1
日
に
改
正
障
害
者
差

別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
個
人
事
業
主
な
ど
を
含
む
事
業
者

に
「
合
理
的
配
慮
」
の
提
供
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。

　

「
合
理
的
配
慮
」
と
は
、
障
が
い
の
あ

る
人
か
ら
障
壁
（
バ
リ
ア
）
を
取
り
除
い

て
ほ
し
い
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
時
に
、

過
度
な
負
担
に
な
ら
な
い
範
囲
で
必
要
な

対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
障

が
い
の
あ
る
人
を
優
遇
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
障
が
い
の
な
い
人
と
同
じ
機
会
を
確

保
す
る
た
め
の
も
の
で
、
「
特
別
扱
い
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
環
境
に
適
合
し
づ

ら
い
状
況
を
作
っ
て
い
る
の
は
社
会
の
側

で
、
そ
の
障
壁
を
取
り
除
く
こ
と
は
社
会

の
責
務
で
あ
る
と
す
る
「
社
会
モ
デ
ル
」

の
視
点
に
立
っ
た
考
え
方
で
す
。

　

「
合
理
的
配
慮
」
の
提
供
は
、
当
事
者

の
障
が
い
の
特
性
や
個
別
の
場
面
な
ど
に

合
わ
せ
て
、
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
事
業
者
な
ど
が
対

話
を
重
ね
、
共
に
実
現
可
能
な
解
決
策
を

検
討
し
て
い
く
「
建
設
的
対
話
」
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
「
前
例
が
あ
り
ま
せ
ん
」
「
特

別
扱
い
で
き
ま
せ
ん
」
「
も
し
何
か
あ
っ
た

ら
」
と
い
っ
た
判
断
は
、
配
慮
の
提
供
を
断

【
広
報
文
芸
応
募
方
法
】
は
が
き
ま
た
は
封
書
に
三
句
以
内
（
一
人
一
通
限
り
）
と
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
（
連
絡
の
取
れ
る
番
号
）
を
記
載
し
、
8
月
7
日
（
水
）
ま
で
に
直
接
選
者
に
応
募
。
応

募
作
品
は
、
未
発
表
・
自
身
の
作
品
に
限
る
。
応
募
の
際
は
、
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

応
募
は
、
俳
句
・
川
柳
の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
川
柳
次
の
題
…
「
昭
和
」

【
応
募
先
】
《
俳
句
》
矢
野
俊
一
さ
ん
（
〒
８
３
８-

０
０
６
８ 

朝
倉
市
甘
木
１
９
２
９-

２
）

《
川
柳
》
益
永
克
之
さ
ん
（
〒
８
３
８-

０
０
６
１ 

朝
倉
市
菩
提
寺
５
２
３-

２
）

障
が
い
の
あ
る
人
の
人
権

障
が
い
の
あ
る
人
の
人
権

「
合
理
的
配
慮
」
の
提
供
が
義
務
化

「
合
理
的
配
慮
」
の
提
供
が
義
務
化

　市民の情報コーナーです。皆さんの作品を募集しています。

今月の1枚　＃あさくらいふ今月の1枚　＃あさくらいふ
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あなたの写真をあなたの写真を
掲載してみませんか？掲載してみませんか？

　自然や文化など「朝倉の魅力を再発見で

きる写真」を毎月掲載していきます。皆さん

からの情報提供や写真の申込をお待ちして

います。

　掲載の候補となるのは次の写真です。

① Instagram で「# あさくらいふ」「# 朝

倉市」と付けて投稿された写真

②メール（jinji-kouhou@city.asakura.

lg.jp）で申込があった写真 など

※メール申込の場合、氏名、連絡先、撮影

場所・日時、写真に関するコメントを添え

て申込ください。

※掲載する場合、ご連絡

します。

▼申込はこちら

追悼への灯
ともしび

　　撮影日：令和 6 年 7 月 5 日　　撮影場所：筑後川河川敷　撮影者：多田隈宏美さん

　災害から 7 年。着実に復興への歩みを進めています。



　6月17日、山田堰通水式が行われ、現存する日本最古の

実働揚水車で国指定史跡「三連水車群」が回り始めました。

　三連水車には、地元の幼稚園児や小学生、観光客など

たくさんの人が訪れていました。上流の山田堰の水門が開

かれると、筑後川の水が堀川用水路へ流れ込み、徐々に水

位が上昇。約20分後に水車はゆっくりと動き出しました。

園児たちは、手作りの旗やうちわなどをあおぎながら「が

んばれ！がんばれ！」と水車を応援。水車は10 月ごろま

で稼働し、朝倉の農地を潤します。

「三連水車群」が回り始めました
先人たちの想いを乗せて

　甘木祇園山笠神事は、7 月 1 日の「お汐
し お い

井とり」に

始まり、13 日の「子ども樽
た る み こ し

神輿」が町中を練り歩き、

15 日には「舁
か

き山笠」が町中を威勢良く引きまわり

ます。元々は、江戸時代、疫病が流行したときに、神

輿を造り御神体を遷
う つ

して町中を練りまわしたことが始

まりといわれています。

　15 日の「舁き山笠」では、西流れ・東流れの 2 つ

に分かれてスタート。駆けまわる山笠の勇壮さ、響き

わたる参加者たちの力強い掛け声が、甘木のまちに活

気を与えていました。

山笠が甘木のまちに活気を
約 300 年の伝統を誇る甘木祇園山笠

　6月16日、ベスト電器スタジアム（福岡市）で、アビスパ

福岡「朝倉市応援デー」が開催されました。

　当日は、市民約140 人が観戦に参加。来場者には、朝

倉市内の企業協賛で作製した「応援うちわ」を配布しまし

た。特設ブースでは、あさくら観光協会と女王卑弥呼が

ガイドブックや秋月藩成立400年の缶バッチなどを配布。

鵜
う

匠の出張鵜飼も行い、ピッチ内外で朝倉をPRしました。

　記録的豪雨が朝倉を襲った平成 29 年 7月5日から7年

が過ぎ、市内各地では、さまざまな追悼行事が行われました。

　7月5日10 時、市役所では追悼のサイレンが鳴り響く

なか、市長をはじめ市職員が黙とう。同日、杷木林田の東

林田区では「追悼の集い」が行われ、災害の記憶を風化さ

せまいと紙灯籠に火がともされました。

　7月7日には、旧松末小学校体育館で追悼行事が行わ

れました。会場では、当時の被害状況を伝えるため写真パ

ネルを展示。また、松末地区の自主防災マップも掲示し、

緊急時の避難行動について再確認しました。訪れた人は

「さまざまな思いを持って今日ここに来ました」と語り、献

花台に花を供えました。

あの日を忘れない
平成 29 年 7月九州北部豪雨から7 年

▲写真上：市役所での黙とう　下：東林田区「追悼の集い」

第18 回朝倉市郡水泳競技会
自身の記録を塗り替えろ！

　6月23日、甘木 B&G 海洋センターで、朝倉市郡水泳競

技会が 2 年ぶりに開催されました。当日は、朝倉市郡の小学

生から大人までの139 人が出場。友人や保護者からの熱い

声援を受け、期待を背負った選手たちは力強く泳ぎました。

　標準記録を突破した上位入賞者は、8月18日に開催さ

れる福岡県民スポーツ大会へ出場します。

アビスパ福岡「朝倉市応援デー」
サガン鳥栖との白熱の戦い！2-0 で見事勝利！

▲旧松末小学校体育館での追悼行事

© avispa fukuoka ▲5年ぶりに一般公開された「飾り山笠」

まちかどウォッチング 地域のイベントや話題となった出来事などを写真付きで紹介するコーナーです
LINE FacebookInstagram YouTube
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　　平和事業実行委員会の催し
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30見やすく読みまちがえにくいユニバーサル

デザインフォントを採用しています。

InterviewInterview

平和事業実行委員会

会長 柿原 博美さん

前会長 田中 千恵子さん

Instagram

　太平洋戦争時代末期、米軍の大刀洗空襲により頓田の

森に避難した児童 31人が爆死した「頓田の森の悲劇」。

　この悲劇を後世へ語り継ぐため、市民平和祭の開催

や絵本『シイの木はよみがえった』・『頓田の森 戦後 70

年の記憶』の発行、大刀洗空襲をたどるフィールドワー

クなど、市内外で平和学習の活動を行う。発足から今

年で 35 年目。（写真左：柿原さん、右：田中さん　写真

はシイの木平和モニュメントにて）

 この広報紙は、「マチイロ」や「マイ広報紙」でも配信しています。

平和事業実行委員会
　公式 Instagram

戦争を知らない世代へ
戦争を語り継ぐ

「
頓
田
の
森
の
悲
劇
」

　

昭
和
20
年
3
月
27
日
、
米
軍
の
大
刀

洗
空
襲
に
よ
り
、
頓
田
の
森
の
「
シ
イ
の

木
」
の
周
り
に
避
難
し
た
児
童
31
人
が

犠
牲
に
な
っ
た
痛
ま
し
い
悲
劇
―
―
。

　

こ
の
悲
劇
を
初
め
て
知
っ
た
の
は

昭
和
56
年
の
こ
と
。
一
ッ
木
地
区
に

あ
っ
た
旧
甘
木
中
学
校
の
跡
地
活
用

の
話
が
出
始
め
た
こ
ろ
で
し
た
。

　

太
平
洋
戦
争
時
代
、
高
射
砲
隊
や
生

徒
隊
が
あ
っ
た
旧
甘
木
中
学
校
跡
地
。

戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
、

跡
地
の
一
部
は
一
ッ
木
児
童
公
園
と
し
て
、

正
門
は
当
時
の
ま
ま
の
形
で
残
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、「
頓
田
の
森

の
悲
劇
」
も
後
世
に
語
り
継
ぐ
べ
き
だ

と
思
い
、
有
志
た
ち
に
よ
る
劇
を
す
る
こ

と
に
。
劇
の
よ
う
な
芸
術
的
な
も
の
で

訴
え
た
方
が
、
皆
さ
ん
の
心
に
響
く
と
考

え
ま
し
た
。こ
れ
が
、平
和
事
業
実
行
委

員
会
の
ル
ー
ツ
で
あ
り
、
市
民
平
和
祭

で
劇
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
原
点
で
す
。

「
シ
イ
の
木
」
が
つ
な
い
だ
縁

　

市
民
平
和
祭
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

も
参
加
し
て
も
ら
い
劇
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
年
々
、
子
ど
も
の
参
加
者
は
減

少
。
十
数
年
前
に
は
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

る
ほ
ど
で
し
た
。「
も
う
劇
が
で
き
な

い
か
も
し
れ
な
い
…
…
」
。
そ
う
思
い
な

が
ら
「
シ
イ
の
木
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
近

く
を
歩
い
て
い
る
と
、
以
前
の
市
民
平

和
祭
に
出
演
し
て
い
た
子
ど
も
と
偶
然

に
も
再
会
。
高
校
生
に
な
っ
て
お
り
、
出

演
を
呼
び
か
け
て
み
る
と
快
諾
し
て
く

れ
、
周
り
の
友
だ
ち
に
も
声
を
か
け
て

く
れ
ま
し
た
。「
シ
イ
の
木
」
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
の
下
で
再
会
し
、
無
事
に
市
民

平
和
祭
を
継
続
で
き
た
こ
と
に
不
思
議

な
縁
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
時
に
出
演
し

た
高
校
生
た
ち
も
大
人
に
な
り
、
現

在
、
実
行
委
員
会
の
若
手
メ
ン
バ
ー
と

し
て
活
動
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
民
平
和
祭
に
出
演
し

た
人
は
延
べ
千
人
以
上
。
舞
台
に
立
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
に
自
信
を
付

け
て
い
く
姿
を
見
て
き
ま
し
た
。
平
和

へ
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
の
成
長
の
場
も
提
供

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
を
語
り
継
ぐ
た
め
に

　

私
た
ち
の
一
番
の
課
題
は
、
戦
争
を
知

ら
な
い
語
り
部
を
ど
う
育
て
る
か
。
戦
争

を
経
験
し
て
い
な
い
私
た
ち
が
、
戦
争
を

語
り
継
ぐ
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
。
ど
の

よ
う
に
伝
え
た
ら
皆
さ
ん
の
心
に
響
く

か
、工
夫
し
つ
つ
も
常
に
模
索
し
て
い
ま

す
。一
方
、
聞
き
手
側
も
、
戦
争
の
話
を
一

度
聞
い
た
だ
け
で
は
、
自
分
ご
と
と
し
て

捉
え
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
だ

か
ら
こ
そ
、子
ど
も
の
頃
か
ら
の
平
和
学

習
を
繰
り
返
し
行
い
、継
続
し
て
活
動
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
こ
の

活
動
が
、次
世
代
の
語
り
部
の
育
成
に
つ

な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　地域で話題になっている人や団体、企業

などを紹介するシリーズ。

　第 33弾は、平和事業実行委員会の柿原

さん、田中さんを取材しました。

No.33

■日時…8 月 4 日（日）

開演 13 時 30 分／開場 13 時

■場所…ピーポート甘木 中ホール

 市総合政策課（  28-7593）

第 18 回朝倉市民平和祭
舞台演劇「晴れのち、ゆめ」

『シイの木はよみがえった』

飯田よしひこ／文

別府ひろみ／絵

　「悲劇」を題材にした絵本。市内の

図書館で読むことができます。▲朝倉市民平和祭 ▲フィールドワーク

あさくらびと
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